
Ⅰ集落戦略
の作成状況

Ⅲ　集落戦略の内容

名護市勝
山集落協
定

3 1 1 1 2 1 1 3 1 1 1 2 1 1 1 1

・商品の高付加価値を図る取組
の一つとして、花香り祭の他に外
部に出て商品をPRする場を継続
して持つこと、また勝山地区の気
候や風土等も含めたPRをSNS等
を活用して新しい客層の確保を実
施していく。
・協定内の高齢者の農地をいず
れ継承する農業生産法人や新規
就農者を呼び込むために農業体
験の受け入れや後継者募集の周
知活動等を実施する。

1 1

南大東集
落協定

3 1 地域計画をみなす 3 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1

上原西表
区域中山
間地域等
直接支払
推進事業
団体集落
協定

3 1 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1

与那国地
区集落協
定

3 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 5 1 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1

その
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内容
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する

集落
営農
組織
が支
援す
る

農業
者が
支援
する

協定
参加
者で
役割
分担
しつ
つ、農
用地
の維
持管
理を
行う

その
他

その
他の
内容

その
他の
内容

その他の内容

他の
協定
との
広域
化を
考え
たい

中山
間地
域等
直接
支払
交付
金の
加算
措置
を活
用し
たい

対策
に活
用可
能な
補助
事業
等を
紹介
して欲
しい

その
他

基盤
整備
等に
より耕
作条
件を
改善

農産
物の
高付
加価
値化
により
所得
の向
上を
図る

新た
な作
物の
導入
により
所得
の向
上を
図る

省力
化技
術の
導入
や外
注化
等に
より労
働負
担の
軽減
を図
る

耕作
継続
が困
難な
農用
地の
林地
化

放牧
利用
による
農用
地の
管理

協定
外で
担い
手を
確保

該当
事項
の合
計

農地
所有
適格
法人
が支
援す
る

鳥獣
被害
防止
対策
の実
施

集落
の自
治（コ
ミュニ
ティ）
機能
の強
化

その
他

該当
事項
の合
計

特に
懸念
はな
く、協
定参
加者
で実
施して
いく

協定
参加
者だ
けで
は検
討が
困難
であり
外部
（県・
市町
村含
む）か
らの
助力
を得
たい

担い
手等
に引
き受
けても
らうこ
とを希
望（受
け手
が決
まって
いな
い）

中間
管理
機構
への
貸し
付け
を希
望

草刈
り等
管理
のみ

その
他

該当
事項
の合
計

協定農用地の将来像を踏まえた集落の現状 集落の現状を踏まえた対応の方向性 具体的な対策に向けた検討 農業生産活動等の継続のための支援体制

鳥獣
被害
が深
刻で
あり、
耕作
意欲
が減
退して
いる

担い
手が
確保
できて
おり、
耕作
を継
続

担い
手が
確保
できて
いる
が、全
ての
委託
希望
は受
けら
れな
い

担い
手が
確保
できて
いな
い

耕作
を継
続し
たい
が、耕
作条
件の
悪い
農地
があ
る

耕作
を継
続し
たい
が、農
業所
得が
低い

耕作
を継
続し
たい
が、法
面や
水路・
農道
等の
管理
が過
重な
負担
となっ
てい
る

集落
の自
治（コ
ミュニ
ティ）
機能
が低
下して
おり、
生活
に支
障・不
安が
生じて
いる

その
他

該当
事項
の合
計

耕作
放棄
の懸
念は
なく、
集落
の課
題も
ないこ
とか
ら、対
策は
不要

協定
内で
担い
手を
育成・
確保

令和６年度集落協定活動状況②（体制整備）

備考
欄集落協定

名

農業生産活動等の体制整備として取り組むべき事項

Ⅱ　集落戦略作成に向けた活動状況

「1」：集落に
おいて作成
中
「2」：集落か
ら市町村に
提出があり、
市町村から
指導助言を
実施中
「3」：要件を
全て満たす
集落戦略が
市町村に提
出済み

年齢
階層
別、後
継者
の状
況が
把握
できる
地図
の作
成

農地
保全
活動
等を
実施
する
範囲
等を
記載
した
地図
の作
成

話し
合い
の開
催

その
他 その他の具

体的な内容

協定
農用
地の
将来
像の
合計

管理
者が
引き
続き
耕作

後継
者が
耕作
を継
承

担い
手等
に引
き受
けても
らう
（受け
手が
決
まって
いる）

協定農用地の将来像


